
●
還
付
金
詐
欺
と
は

市
役
所
等
の
職
員
を
装
い
、
ウ
ソ
の
電

話
を
か
け
、「
保
険
料
の
払
い
戻
し
（
ま

た
は
医
療
費
の
払
い
戻
し
等
）
の
申
請
書

を
送
付
し
た
が
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
」
な
ど
と
説
明
し
て
携
帯
電
話
番
号
や

取
引
銀
行
を
聞
き
、
携
帯
電
話
で
指
示
し

な
が
ら
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ

Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）
を
操
作
さ
せ
、

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
で

す
。

【
還
付
が
あ
る
場
合
の
手
続
き
方
法
】

市
で
は
、
保
険
料
や
市
税
等
の
還
付
が

あ
る
場
合
に
は
必
ず
文
書
で
ご
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
市
か
ら
電
話
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
必
ず

「
所
属
」「
担
当
者
」「
支
給
や
還
付
の
内
容
」

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
注
意
点

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
た
め
、
申
請
書
提

出
や
通
知
も
な
く
、
被
保
険
者
に
電
話

だ
け
で
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
た
め
、
金
融
機
関

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
た
め
、
金
融
機
関

の
特
定
の
口
座
を
指
定
し
て
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
等
の
還
付
の
通
知
が
市
役
所
か

ら
届
い
て
い
な
い
の
に
、
電
話
で
還
付

金
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
は
、
相
手
の

話
に
は
乗
ら
ず
に
い
っ
た
ん
電
話
を

切
っ
て
、
市
役
所
に
連
絡
し
て
事
実
か

ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
手
か
ら
伝
え
ら
れ
た
携
帯
電
話
な
ど

の
電
話
番
号
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
電
話
や
手
紙

は
「
詐
欺
」
と
考
え
、
相
手
に
は
連
絡

せ
ず
に
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
還
付
金
詐
欺
被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者

で
す
。
ご
家
族
の
方
は
定
期
的
に
連
絡

を
取
る
な
ど
し
て
、
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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還
付
金
・
振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

●！ 市
で
は
、
保
険
料
等
の
還
付
が
あ
る
場
合

に
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　知・徳・体のバランスのとれた教育実践が高
く評価され、広島県教育委員会より表彰されま
した。子どもの読書活動文部科学大臣表彰や体
力つくり優秀賞を受けるなど、学校教育におけ
る功績を残しています。

　学校全体で体力つくりに取り組み、
広島県児童生徒の体力・運動能力調
査において、顕著な向上が認められ
表彰されました。

平成 28年度 広島県教育奨励賞

　2 月 4 日（土）～ 5日（日）に
かけて、山梨県河口湖で開催され
た、第6回8人制少女サッカーガー
ルズエイトジャパン U-12 河口湖
大会で「メイプルガールズ広島」
が優勝しました。安芸高田市から
は、可愛小学校６年　山田温和さ
んが出場されま
した。おめでとう
ございます。

全国大会優勝
おめでとう

平成28年度 子供の体力向上
《体力つくり奨励賞》

【美土里小学校】

【来原小学校・向原中学校】

　2 月 8 日（水）、大正 2 年
から続く吉田小学校の伝統行
事、卒業記念の「自画像制作」
が行われました。「広島女学
院大学の三枡正典教授を講師
に迎え、年々完成度が上がっ
ています。今年も素晴らしい
作品が揃いました」と嶋田進
吾教頭。4 代続いている児童
が 2 名、3 代続いている児童
が 12 名。これまでの作品は
すべて大切に保管されていま
す。6 年生 65 名は、伝統行
事としての重みを感じながら、
いいものを残そうと懸命に取
り組んでいました。

100 年以上続く伝統行事
吉田小学校 6年生が自画像制作

筝曲やお茶会を通して
子どもたちが日本文化を体感

「信頼される建築士」
宮本知輝くん

「立派な宮大工」
川本　凜くん

ひの川幼稚園

刈田小学校

「世界に通用する
バックダンサー」
竹本理緒さん

「信頼される建築士」
世羅幸志郎くん

「活躍できる
プロ野球選手」
中尾健太郎くん

「笑顔輝く薬剤師」
吉田千花さん

特徴をしっかりととらえた
個性豊かな自画像が完成

　2 月 28 日（火）、ひの川幼稚園の筝曲発表＆卒
園茶会が行われました。まずは、沖田先生・塩﨑
先生の指導の下、1 年間お琴を学んできた園児たち
が、筝曲 “さくら” を披露。茶会では、盆手前で園
児たちが抹茶を点て、保護者たちに感謝の気持ちを
込め振る舞いました。成長した子どもたちの様子を
見て、目に涙を浮かべる保護者の姿も見られました。
また、3月 7日（火）には刈田小学校でも、６年生
児童が地域の方にご指導いただき、保護者や担任
の先生を招いて、初めてのお茶会「感謝の茶会」
を開催。伝統文化に学び、おもてなしの心と６年間
の感謝の気持ちを込め、成果を披露しました。
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